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復活は本当（Ⅰコリント15:1-8）
　
皆さんのお祈りに支えられて、青森の予備キャンプに行ってまいりました。青森市内から車で約二時間ほどのところに、キリストのお墓が存在するという話があったのでそこに行って見てきました。パンフレットも資料も持っていきましたが、内容はまとめるとこのような内容です。二千年前にゴルゴタの上でイエス様が十字架にかけられて死なれたと皆が言っているけれども、実はそのときにイエス様の肉の弟がいて、名前はイスキリです。イエス・キリストのどこかの文字を省いてイスキリという弟が身代わりとして十字架につけられて、イエス様は実はこっそりと逃げ出し日本に渡り、青森の新郷村で106歳まで暮らして亡くなられ、そこにお墓ができたという話です。信じるか信じないかというよりは、ロマンがあるのではないか、最終的にはそのように締めくくっています。青森全体の雰囲気が、偶像の文化やいろいろな内容をロマンとして包装して扱う地域でもありました。そして、そこに大きな十字架とお墓が二つありましたが、そこに駐日イスラエル大使が訪問し協力して出来上がったものということが書いてあります。結局、イスラエル、ユダヤ人といろいろな話し合い、協力、本当のことを言いますと工作によって、あのようになってしまったのではないかと思います。そういう話なのですが、言いたい中身は何でしょうか。結局、イエスが十字架にかけられよみがえられた復活のことをユダヤ人、パリサイ人などは認めません。それでそのイエスの復活を否定するためにいろいろなお話の中で一つの作り話の内容ではないかと思います。十字架でイエスが死んでなければ、そこで106歳まで生きていらっしゃったとすれば、復活というものはありえないでしょう。十字架で死んだわけではないので。結局、全部まとめて申し上げると、イエス様は復活などしていない。だから、イエスはキリストなんかではありません。その話がしたいのです。
それは今、お墓のある新郷村だけのメッセージではありません。昔から今に至るまで、今現在も、映画を見ていても、芸術を見ていても、みな最終的に言いたいのは、その話です。世界平和を唱えながらも言いたいことは、直接言ってはいません。けれども、言いたいことは何でしょうか。イエスはキリストなどではないということです。結局、先週のメッセージの中で、イエスがキリストだという信仰告白はいのちより大事なものだと話しましたが、改めて、そこでそういうことを思い出し覚悟するような機会にもなりました。そこは笑ってそのまま終わらせるような小さな話ですが、昔も今もサタンがやっていること、サタンの主な働きは決まっています。人々がイエス様のことを信じられないように、信じることがないように邪魔します。あらゆる手段を用いて。それから、イエス様を信じると告白している人々、また教会に向かってはそのイエス様のことを間違って理解するようにします。イエス様がキリストだという告白ができないように、まるでイエス様の当時もそのようにしていたように、バプテスマのヨハネだ、エリヤだ、エレミヤだ、預言者のひとりだというように、イエスと言いながらもイエスはキリストだとは言えないように働きかけるものです。そのためには良いもの、悪いものありません。できるだけのすべてを用いて、そのことをなそうとしています。それがサタンの働きです。よく見分ける分別力を持っていないといけないでしょう。それから、イエスがキリストだと告白している者は、本当の告白であればそうならないでしょうが、これを言い伝えて、これを言いふらすことがないように邪魔します。「あなたがイエスはキリストだと信じること、それでいいのではないか。教会の中に集まって告白し「ハレルヤ」と賛美をして、みながじんじんと恵まれて終わりにすればよいのではないか。そこでストップしなさい。それをまた他のところに伝えようとするのはだめだ」ということです。そのためにあらゆるすべてのことを動員し手段にして邪魔します。サタンの働きはこれしかありません。よくよく考えてみると、私たちも教会も見事にそれにやられていたのだなとすぐに分かるようになります。そして、それは歴史を通して見ても明らかなことであるし、特に聖書の使徒の働きを見るとそれはとても明らかに示されています。パリサイ人とユダヤ人たちが初代教会に対して言っていることは他ではありません。イエスがキリストだということを言ってはいけない。これをこのまま放っておいたらどんどん広まっていくのではということを恐れて迫害を始めたのです。いつでも同じです。今の時代も同じです。豊かになればなるほど、また、今まで私たちが経験したことのない、見たことのない技術の発展やすごさなどを見ると、それに酔いしれてイエスがキリストだという話が原始的な話のように見え、教会の中の宗教人たちが集まってしゃべる話であるかのように感じるようになります。それがサタンの働きです。そういう意味でイエスが本当にキリストですよという信仰告白、また、これをエルサレムから地の果てにまで宣べ伝えていかないといけません、ということは単なる使命に終わることではなく、今現在、霊的な戦いなのです。それはサタンとの戦いです。言葉を変えますと、皆さんがイエスがキリストですという告白をすると、サタンはその告白を邪魔するから、本気で歯を食いしばってでも告白するなら、サタンが砕かれるのです。皆さんは皆さんの信仰のためにイエスがキリストですと告白しているかもしれませんが、その瞬間、暗やみの力が砕かれるのです。霊的な戦いです。「悪霊よ、出て行け」というのだけが霊的な戦いではありません。
それから、私は足りない者、みじめな者、不十分な者、弱さだらけなものでありますが、それらは構わないでイエスがキリストだという答えを知らない人々に伝えようじゃないかと思っていること、そのために祈ること、それによって暗やみの力が震えるのです。皆さんに今までずっと伝わり受け継がれ、今も取り囲んで皆さんを困難させる、家系を流れる呪いの力、暗やみの力が砕かれていくことになります。皆さんが「これからクリスチャンなのでもう少し真面目に頑張ろう」ということにはサタンはちっとも動きません。一つだけです。イスラム国とアメリカの戦いではありません。教会と宗教との戦いではありません。イエスは本当にキリストだと、だから、イエスは復活なさったのだと信じるか。そして、これを伝えるか、これを拒否するか、これを邪魔するか、信じないかの戦いなのです。地球レベルの戦いです。時代によって、それは神様の時刻表でしょうが、この告白がそうでない人々を上回るときもあります。でも、迫害によって縮まって消えていくような時代もあります。しかし、一度も消滅したことはないし、神様は必ず残された者、それをディアスポラ、あるいはレムナントとも言いますが、彼らの信仰告白を用いて、また時代を変えて、約束通りに、契約通りに、イエス様が再臨なさるそのときまで、イエスはキリストですという話が世界中に広まっていくようにしていらっしゃる方です。もしそのために戦争が必要な場合は、神様が戦争を起こすわけではありませんが、戦争は神の御手にあると聖書にあるとおりに、神様がそれも許されます。戦争が止められることが、イエスがキリストだといういのちの告白が広まることのために有利であれば、戦争を止められるようにもなるでしょう。理由はひとつしかありません。それほどサタンは他のすべてを全部提供して、世の中の、世界中の栄光と繁栄を全部許して、イエスがキリストだという告白だけが抜けてしまうようするということを、改めて心に覚えていただきたいと思います。

それで私は前にもそのように心に決めましたが、そこを見ながら小さい者ですが、サタンの働きを目の当たりにしながら改めて覚悟しました。感動的な話、人々が喜ぶすばらしい話をしようと思わないで、私は死ぬ時まで、イエスはキリストだということだけを言い続けるべきだと。皆さんも、わたしを通して、他に面白い話、感動的な話、どこか今まで聞いたことのない新しい話などを聞こうと思わないでください。そういうものを求めないでください。そうすると、つまずきます。そのような話はこれからも出ません。私の口からは創世記を見ながらイエスはキリストです。黙示録を見ながらイエスはキリストですという話しかしません。単純でシンプルでしょうか。キリスト、イエスの中には、すべての知恵と知識の宝が全部隠されていると私は信じています。キリスト以外には、イエスがキリストであるという告白抜きにして、一生懸命、頑張ることは、申し訳ありませんが、正確に吟味して申し上げると、偶像崇拝と同じです。イエスはキリストですという告白にしっかりと立たずに、子どもに対して「頑張りなさい。努力しなさい。成功しないといけない。他の人より真面目じゃないといけない」というのは、偶像を教えるのと同じことなのです。そこまで踏み込んでしっかりと考えないといけない時代です。そういう意味で、今日も私たちはこの礼拝を通して、イエスはキリストですという告白を自分の告白として叫びながら本気で告白したいと願い、考えて戻ってきました。それで思い浮かんだ聖書の箇所が、この箇所です。イエスは聖書で言われたとおりに十字架で死なれ、聖書で言われたとおりにイエスはよみがえられました。それでパウロにも最後に現れて、弟子たちに、500人以上の人たちに現れて、確かな否定できない証拠があるのではないでしょうか。なぜそれが大切なのでしょうか。皆さん、使徒の働きをよく読んでください。使徒たちのメッセージを見ると、結局、その話です。イエスは復活しました。だから、イエスは聖書に預言されていて、最初から約束されていた女の子孫、キリスト、その方に間違いないのではないか。だから、イエスを信じるか信じないかが天国と地獄に分かれる道だという話です。それがメッセージです。そのメッセージを皆さんひとりひとりが回復してください。2部の礼拝のメッセージのタイトルはみことばの回復です。この告白なしで、みことばの回復というのはありえません。どんなに聖書を100回読んだとしても、全部、丸暗記したとしても、みことばがその人に回復するわけではありません。2部に礼拝でその意味を皆さんに説明するつもりです。

みことばは何でしょうか。イエスがキリストですという話です。それをしっかりと握っている者は、祝福されるし、そうでない者は呪われるのです。それほど人が抱えている問題は、イエス・キリストの他にはどうにもならない問題だ。それが罪という恐ろしい問題だ。それがみことばです。そのみことばをクリスチャンの私たちが回復しないといけません。それで今日も世の中で世界中が、学者たちが、宗教家が、また学校の先生が、政治家が、ときには教会の牧師が、神父さんが何をどう言おうが、私たちはこのように言い続けます。イエスはキリストだと。イエスは聖書に預言されていたその方です。創世記3:15に、人の問題、人類の問題を解決するために、神様が提示され約束された、唯一の約束、女の子孫が生まれて、蛇の頭を踏み砕く。そのように預言されていた人類の人生の答えである女の子孫、その方です。イエスは、そのキリストです。その証拠としてマタイ1:21には、イエスは処女マリアから生まれました。それが証拠です。イエスは女の子孫、その方です。イエスはそのキリストです。つまりイエスは、THEキリストです。ただのキリストではありません。そのキリストが旧約の聖書に約束され預言されていました。人の問題は、神から離れてしまった、もう魂が死んでしまったことなので、命が与えられ、神様と一緒にならないといけないし、その神を離れた結果、悪魔に支配されてどうにもならない滅びの運命に捕らわれて、罪を抱えているまま呪われるしかない存在だったのです。その問題を解決しない限りは、希望は1個もありません。その解決がキリストです。まことの預言者として、神を離れていた人々が、また神様と一緒になれるように、まことの祭司として、人のすべての罪を完璧にきよめられるまことの祭司、まことの王様として、偽物の王、悪魔の頭を踏み砕いて、悪魔のしわざを完全に打ち壊すことができるキリストが来られる、このことを為さって、しかもいっぺんに永遠に完璧にこれを処理される。これがキリストです。そのキリストさえ来られれば、そのキリストがいらっしゃれば、私の問題、家系の問題、人類の問題は解決されるようになるのです。そのように約束され希望を与えられました。イエスはそのキリストです。イエスはまことの王として、まことの預言者として、まことの祭司として、その役割を全うされたキリストです。だから、イエスはすべての問題を解決されたキリストです。キリストというのは、その問題を解決することによって、根本の部分をすべてひっくり返すことによって、その根本から生まれてきたすべての問題をいっぺんに一緒に全部解決する方ですので、キリストというのはすべての問題の解決です。イエスは十字架で死んでよみがえられた、そして、処女マリアから生まれて、盲人の目を開き悪霊を追い出して貧しいものに福音を伝えていた預言どおりになさっていたイエスはそのキリストです。その証拠中の証拠が、十字架にかけられて3日目によみがえられた、キリストが来られると必ず十字架で身代わりとして血を流して死に、3日目に死の力を打ち破ってよみがえられる、それがキリストだと預言されていたのです。イエスはそのとおりになさいました。だから、イエスはそのキリストです。よみがえられて、今も生きていらっしゃるし、天の御座に座っていて万軍の主です。それがキリストです。イエスはそのキリストなので、だれでもどんな人間でもイエスを信じると、その人の内側に聖霊を通して内住されます。それがキリストです。キリストはキリストを信じる者の、内側に内住されます。どのような方法ででしょうか。聖霊を通して。イエスはそのキリストです。誰でもイエスを信じる者はどんな人間でも関係ありません。その人の内側に聖霊を通して、イエスが内住され、しかも永遠に離れることなく一緒に住まわれるようになります。イエスはキリストです。万軍の主です。キリストはこのすべてを終えられると、万軍の主となられて、再臨なさるそのときまで、このいのちの、神の愛の福音を持って世界中、地の果てにまで人々を助けることにしました。それがキリストです。だから、イエスは今、天の御座に座って、信じる者ひとりひとりと一緒に世界福音化をなしていらっしゃる方です。キリストは世界福音化の主です。キリストはよみがえられたので、すべてに打ち勝って万軍の主であられるから、万軍の主がなされることは世界福音化です。そのために歴史を動かしていらっしゃいます。それがキリストです。イエスがそのキリストです。それを私たちは信じます。それを言い続けます。そして、この世界福音化は誰にも止められないし、必ずまっとうされるので、そのときにイエス様は再臨なさいます。世界福音化とタイミングを合わせて再臨なさる方がキリストです。イエスはその再臨の主であるキリストです。

もう一つ申し上げると、この再臨の時まで、万軍の主として教会、またクリスチャンひとりひとりを通して、この世界福音化の契約を成し遂げられる方ですが、そのために今もその契約を握って祈るひとりひとりに、世界福音化のために走っている者に、聖霊のバプテスマを授ける方です。それがキリストです。イエスはそのキリストです。イエスは、聖霊のバプテスマを今も与えていらっしゃる方です。何のためでしょうか。弱い私たちにはできないから、環境が険しいから、それが一切問題にならないように、聖霊充満の聖霊のバプテスマを授けられる方です。宇宙で唯一、聖霊のバプテスマを授けられる方はキリストの他にありません。しかも、よみがえられて勝利のキリストのほかにはできません。イエスはそのキリストです。皆さんが信じていらっしゃるイエス様は、聖霊のバプテスマを授けられるキリストです。今朝もそのような話をしましたが、私たちには弱さがあり、いろいろな失敗もあるかもしれません。それによって良い悪いと評価される人生は終わりました。死と罪の原理から解放されているから。それは逆にイエスはキリストだと、もう一度確認して告白するための材料であり、だからといって放っておいてよいということではありません。でも、直すという意味が違います。それを直さないとダメになるから直すわけではありません。極端に申し上げると、その弱さと過ち、ミスを直さなくても、私たちは滅びることはありません。イエスはキリストですから。しかし、なぜ直すのでしょうか。そのイエスがキリストだから、私はそんなことに走っているような存在ではないということがまず第一であって、それから、こんな弱さを抱えていても、私は残りの生涯、他の人と違って何を食べるか飲むかのために生きるものではありません。神の国のために生きるものなので、尊い生きる理由、輝く理由があるので、その理由に支障を起こすのではないかいうことで、それを直そうと思って、そのために聖霊充満を求めるのです。めげないように、だまされないように。因果応報、宗教の思想は、偶像です。私たちは自分の行いや何かによって評価されるものではありません。もう根本的にキリストの内側にいるのか、外側にいるのかによって評価は決まっています。なぜでしょうか。イエスはキリストですから。イエスがキリストであるというのは、昨日も今日もあらゆることにすべて答えになります。またそれを告白しないといけません。
もう一度言います。クリスチャンでありながらもその告白なしで成功を目指して頑張ると、成功の結果を出すこともできますが、それは偶像です。だからと言って、成功しないかというと違います。イエスがキリストであるから、私たちは成功のために走ります。それとこれとはまったく話が違います。たとえ成功がなくても、イエスがキリストだという告白を握っていないといけません。それで明日、殺されることがあっても、これは譲ることはできません。サタンを喜ばすわけにはいきません。イエスはキリストです。この告白を言い続ける。これが私たちの使命であり喜びであり祝福でもあります。

ですから、イエスがキリストであれば、当然、当たり前にそのキリストなるイエスを信じているクリスチャン、自分自身は最高の祝福の存在です。これも言い続けるつもりです。たとえ弱さがあろうが、たとえ今現実の状況が険しくとも、それと一切関係なく、イエスがキリストであれば、それを信じている者は最高に幸せなものであり、祝福の存在です。その人の残りの生涯は、祝福しかありません。でも、朝起きて頭痛があれば、すぐにこの告白は捨ててしまいます。子どもに少し問題が生じると、私はそれにもかかわらず最高の祝福のものだという告白はどこかゴミ箱に捨ててしまいます。そのときにサタンが喜びます。霊的な戦いです。気持ちや感情の問題ではありません。霊的な戦いです。歯を食いしばってでも、目あら涙がこぼれていてもイエスはキリストです。だから、私は幸いなものです。これは戦いです。つまり、キリストであるイエスを信じているから、私はすべての問題をすでに解決してもらったものです。先ほども申し上げましたように、人類は2つに分かれます。死と罪の原理の中を生きるか、命の御霊の中を生きるか、2種類しかありません。死と罪の原理の中を生きるものは、プールの中に死と罪しか入っていないので背泳ぎかクロールかバタフライか関係なく、すべて死と罪しか飲めません。それしかくっつきません。成功しても善良な人でも悪い人間でも犯罪者でも関係ありません。神様がご覧になった時には、みなが御怒りを受けるべき滅びの子です。しかし、イエス・キリストを信じている者は、恵みのプールの中で倒れても転んでも恵みしかありません。根本的な世界、状態そのものが変わったのです。だから、死と罪の原理が適用される人間が十字架とともに死んだので、絶対に適用されません。滅びることは一切あり得ません。すべての問題はもう終わりました。しかも、新しく生まれて神が内側に宿っていらっしゃる。そういう幸いなものであり、もちろんいつ死んでも天国に迎え入れられるようにもう決まっているものです。イエスがキリストであるというのは、裏返しますと、そのイエス様を信じている自分はすべての問題がもう終わったのです。それだけではありません。今現在も最高に、まことに幸せなものです。
ペテロに向かってイエス様がおっしゃいました。あなたは生ける神の御子キリストですと告白したときに、そのあとペテロはいろいろな過ちを犯しました。それにもかかわらず、バルヨナ・シモン。あなたは幸いです。幸せの条件は何でしょうか。イエスがキリストだと信じるか信じないかです。だから、私たちは幸いな者です。イエス様が、山上の垂訓でも「心の貧しい者は幸いです。天の御国を所有しているから」と言われました。それが幸せです。心の貧しい者、イエスがキリストだと信じて受け入れた者、それが幸いです。パウロは刑務所の中で言いました。天と地のすべての祝福をいただいている者だ。なぜなら、イエスがキリストだと信じて告白している者だから、これを譲ってはいけません。皆さんの弱さによって、状況が変わることによって、人間的に悪い方向に進んでいるからといって、この信仰告白を休んでは、止めては、譲ってはいけません。自分は最高に幸せな者です。できる限り、幸せの中身の内容も吟味しないといけません。どれほど幸せなのでしょうか。天国に召されるそのときまで、地上にいる間に他の人にはない確かな理由ある人生があります。生きる確かな尊い理由のある人生、つまり、この世に絶対になくてはならない、必要な存在であり、尊い貴重な存在なのです。暗やみに覆われて滅びていく魂を、天の御国とつなぐはしごのような、それを別の言葉で言うと教会と言います。教会という言葉はすばらしいことなのです。イエス様が信者の私たちに、私たちの外見、レベルと関係なくおっしゃいました。宣言されました。あなたがたは世の光であり、キリストの大使であり、王である祭司だと。それほど幸せな者です。「もう生きたくありません。生きるのがつらいです」。気持ちは十分理解できるのですが、この告白を逃しているのではないでしょうか。状況によって、辛さや現実によって、これを譲っているのではないでしょうか。それは辛いからではなく、サタンに負けているのです。だまされているのです。これは変わることはありません。変わらないから永遠のいのちと言うのです。私たちは何が何でもいつでもどう変わろうが、どこに行こうが、自分はキリスト、イエスにあって、イエスがキリストであるがゆえに、最高に幸せな者です。天と地をつなぐほど幸せな者です。

皆さん、自分自身が教会だと自覚を持ってください。キリストを頭にする教会です。皆さん、ひとりひとりが教会です。キリストとみなくっついています。その一番の意味は何でしょうか。キリストしかできないこと。それが私を通して現れるという意味です。キリストしかできないことは何でしょうか。悪魔を踏み砕いて、そこに捕らわれている魂を引き上げて、天の御国にささげる。それはキリストしかできないことなのに、それが皆さんを通して現れます。このキリストの頭を通して、指令が行き、血が流れて、パワーが送られて、キリストと全く同じことができるようになります。それほど幸せな者です。なぜそう言えるのでしょうか。理由は一つだけです。イエスはキリストだから。どんな問題があるのでしょうか。問題でしょうか。それは問題ではなくて、イエスがキリストだと言う告白を今、忘れて落としているからです。そういうものです。
これを礼拝の時だけではなくて、ずっとサタンの働きを見たのではないでしょうか。覚悟を決めて、そうならば「そうか。よし。そうならば私はずっとこれから言い続ける。イエスはキリストです。私は最高に幸せな者です。そして、最後にもう一つ、イエスがキリストであるということを裏返しますと、イエスを知らない、イエスの外側にいるこの世はどこであれ、どんな人間であれ、どんな時代、どんなレベルの人間だろうと関係なく、福音が絶対に必要なところです。福音の他には希望のないところです。これをずっと言い続けないといけません。先週もそのような話をしましたが、何かの説教をするつもりではありません。私はみじめな人間ですが、神様がそれをもって話したいと願っておられると信じています。結局、難しい聖書の知識がないから皆さんが困っているわけではありません。聖書の知識は難しい話ではありません。2部の礼拝でも、申命記すべてを通して申し上げますが、簡単なのです。イエスがキリストだというのが知識です。その告白がないので困る者であって、聖書の知識がないからではありません。その中に全部あります。それをぜひ経験していただきたいと思います。皆さんは、イエスがキリストだから最高に幸せな者、すべての問題はもう終わった存在です。そして、この世はどんなに発展しようが、どんなIT、コンピュータの技術が進んで、宇宙がああだ、こうだと言っていても、福音なしでは希望のない、滅びるしかないところです。福音が絶対に必要なところです。これを譲ってはいけません。何がどう変わろうが、あなたがたは、あなたがたの父である悪魔から出たものであると、もう根本的に所属、身分そのものが、悪魔に支配されている限り、希望はありません。その結果、実はエペソ1:3にあるように、生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれるのでどうしましょう。それがこの世です。そのように生まれ、生きるときには、エペソ1:2に書いてあるように、空中の権威を持つサタンに従っていることも知らずに、世の流れに、神さまとは反対の方向に向かって進んでいるところがこの世です。学問であれ、経済であれ、成功であれ、善良であれ、すべてが神様とは反対の方向に向かっています。世の流れに。人間中心主義です。神を無視しているので、希望はありません。その代表的な形が偶像崇拝です。形のある偶像崇拝です。その結果、人々は、その人の財産の程度とは関係なく、マタイ11:28に書いてあるように、すべて疲れて重荷を負って生きるしかありません。それがこの世です。何かの方法であれば心が安らぐと皆信じ込んでいるのですが、絶対にそうではありません。だまされないように。戦争がなくなると皆が平和になる。嘘です。今までそういう歴史はありません。人間はそんな存在ではありません。生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれて、サタンに従うことも知らずに偶像崇拝をしながら世の流れに従って、自分しか分からない、疲れて重荷を背負って、精神的にも様々な面において患うしかないでしょう。それは小さな話ではありません。歴史が長いです。家系から流れて、その前はアダムとエバの方までさかのぼって、その前に、世界の基が置かれる前から混沌と暗やみの力によって、つまり、全部たどっていきますと、結局はサタンなのです。それが分かったときに、自分の問題、悩みを抱えてキリストを握るようになるでしょう。神様が望まれることはそれです。苦しめるために、あなたはだめだと言われるために、弱さなどが許されているのではありません。だからこそ、キリストなのです。ある意味、人間的には、弱い人こそキリストに近いのではないでしょうか。幸いでないでしょうか。みな疲れています。それがあらゆる面で現れます。いろいろな変な病気や肉体的な様々な苦しみ、不治の病などを患うようになり、出エジプト20:3-4に書いてあるように、子孫3代、４代まで家系を流れていきます。止められません。それがこの世というところです。だから、聖書にはこの世は暗闇と表現されていて、それからヨハネ３:16を見ると、イエスを信じる者はひとりとして滅びることなく、つまり、信じないと滅びることは決まっているところです。どうすればよいのでしょうか。教育、福祉があれば、政治が変われば。嘘です。キリストしか希望はありません。キリストが伝えられること、そのキリストがもうすでに来て、すべてを完了した。イエスはキリストだ。このイエスを信じれば助かるよと、このお話をしてあげること以外には、希望はありません。これは絶対に譲れません。この世は福音なしには希望のないところです。その世は皆さんから遠く離れているアフリカとか中東にあるものではなく、皆さんの家族の中にもいます。会社の中にもいます。少なくとも、イエスがキリストだと言う告白は、イエスを信じる自分は他の人間的な理由なしで最高に幸せな者です。余計な何かに気がとられて、引っ張られていく必要のない、最高のミッション、幸せな者です。そして、キリストの外側にいるこの世は、理由なしで、外見や肩書がどうであれ、人が優しいかどうか一切、関係なく福音がないと滅びるところです。それがイエスがキリストだという告白の裏返しです。当たり前ではないでしょうか。ここからすべてが一つを、全部を引っぱりだすようになります。この中に引き出しがあります。キリスト、イエスの中には引き出しが無限大です。
結論を言いましょうか。皆さん、イエスがキリストですと言うのではなく、言い続けなければいけません。まず、自分自身に、毎日、瞬間、瞬間、言い続けるようにしてください。特に皆さんの過去を振り返って、過去に向かっていろいろな思いや評価があるでしょう。それは間違いであって、サタンが喜ぶことです。過去から抜け出すことができません。ですから、過去に向かって言い続けてください。皆さんの脳細胞の中から、心からすっきりするまでイエスはキリストですとずっと言い続けてみてください。今現在の皆さんの現実に向かって、イエスはキリストですと言い続けてください。そうすると、気になっていたもの、悩んでいたもの、心配していたことはそうではないと分かるようになります。皆さんの未来に向かって、不安でしょうか。どうなるかわかりませんけれども、ずっと未来に向かってイエスはキリストですと言い続けてみてください。エルサレムから地の果てにまで、つまり、イエスがキリストだというお証しがどんどん広まっていく未来像を見るようになります。だから、生きる価値も理由もあるし、生きることが楽しみです。もし死のうとしている方がいれば、イエスはキリストですと告白してみてください。クリスチャンは生きる理由があります。尊い理由があります。皆さんの未来に対して不安を覚えないでずっと告白してください。まず、自分自身に告白し止めないでください。休まずに止めないでずっとしてください。それがもし止まったときには、「ああサタンにやられたのだな」と悔い改めるのは、そこから早く取り返すことです。「神様。ごめんなさい」ではなくて、「ああ、サタンにやられたのだな。悔しいな。イエスはキリスト」。これが悔い改めることです。いつでも止めないように。止まったときには早くエンジンをかけるようにしてください。それしかサタンに勝つ方法がありません。霊的な戦いです。気に入らない人間がいるでしょうか。イエスがキリストですと言い続けなければいけません。
その後、皆さんの身近な周辺に対して、ただの見方ではなく、まるでペテロとヨハネが神殿の前で施しを求めていた人を見つめていたというように、これからこの句伯を持って吟味して見ていてください。いつまで見ればよいのかと言うと、「ああ、なるほど。キリストが必要な人間だね。やっぱりキリストだね」と答えが思い浮かぶまでずっと観察して見ていてください。そこで皆さん、言い続けてみてください。「なるほど、イエスはキリストなのだね」と周辺の身近な人々に言い続けることです。伝道のために祈っても、あまり答えがないな」ではなくて、言い続けなければいけません。「イエスはキリストです。キリストが必要なのに、そのキリストがイエスなのに。神様。このお話が伝わるように門を開いてください」と。それを邪魔するのはサタンの仕事です。それを縛り上げつつ、祈ってください。それが周辺を見て、イエスがキリストだと言い続けることです。それで神様の答えを経験すると、実が開かれるようになります。もう少し広い目で、日本中を見ながら、ニュースを聞きながら、世界情勢を見ながら、あるゆる国の事情を耳に入れながら、「なるほど。キリストではないとだめなのだね」。文化が違っても、人柄や国が違っても、結局は、問題は同じです。キリストでないとダメです。イエスはキリスト。世界中に向かって言い続けなければいけません。これが私たちの幸せであり、また私たちの使命でもあります。そして、これは義務ではなくて霊的な戦いです。しないと皆さん、やられます。皆さんが悪いことをするからやられるわけではありません。この告白をサタンが狙っているところを見事にやられるとやられてしまいます。だから、心から決心しましょう。信仰生活は難しいことではありません。最初はうまくいかないかもしれません。あまりにも長くサタンに遊ばれていたので、今もサタンが集中して攻撃しているので、皆さんの弱さや古き考え方、思想、体質など、全部利用して、皆さんがこの告白ができないように、肉体的に考えるように、宗教的に考えるように、律法的に、ご利益的に考えるようにして、この告白を邪魔します。だから、歯を食いしばって戦うつもりで理由がありません。サタンとの戦いです。イエスはキリストですと言うのではなく、言い続けてみてくださいいつまででしょうか。主の御前に召されるそのときまでです。
 (祈り)

　愛する天の父なる神様。神様は今もイエスはキリストですというお話をして、それを信じるように、またそれを宣べ伝えるように、全うしていらっしゃるのに、サタンはそれを阻止しようとしています。どうかこの目が開かれて、ひとりひとりがイエスはキリストですという告白に、本当に命をかけて言い続けることができるように助けてください。暗やみの力が砕かれる証拠が見られるように、どうかひとりひとりを用いてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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